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写真 1 圧力載荷実験装置 







ISO16932 で規定された圧力載荷順序は表 1 および表 2 に表すように正圧に続く負圧の連続載荷で 1 秒以上 5 秒
以下の圧力の変動周期で合計 9000 回繰り返さなければならない。今回作製した装置では変動周期 2 秒で繰り返し




正圧になることを意味している。ここで表 1 の圧力サイクルに示されている基準となる圧力 P は表 2 より基準風
速により決定される。なお、ISO16932 では基準風速をガスト風速で与えているが建築基準法で風荷重の算定基準
となる速度圧が 10 分間平均風速を基にしているため表 2 には 10 分間平均風速換算値も併記している。今回の試験








載荷順 荷重の向き 圧力サイクル 繰り返し数 
1 正 0.2P から 0.5P 3500 
2 正 0P から 0.6P 300 
3 正 0.5P から 0.8P 600 
4 正 0.3P から 1.0P 100 
5 負 0.3P から 1.0P 50 
6 負 0.5P から 0.8P 1050 
7 負 0P から 0.6P 50 
8 負 0.2P から 0.5P 3350 
強風ゾーン 基準風速（m/s） 10 分間平均風速換算値（m/s） 風圧 P（Pa)
1 50≦V10<55 32≦V10<35 2490 
2 55≦V10<60 35≦V10<38 2970 
3 60≦V10<65 38≦V10<41 3450 
4 65≦V10 41≦V10 3640 
表 1 圧力載荷順序 
表 2 強風ゾーンと風圧 P 
32
